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来年日本で開かれるラグビーワールドカップに出場するイタリア代表チームが、５月

下旬から６月上旬にかけて事前キャンプで菅平を訪れました。５／３１、合宿の合間をぬっ

て、３名の代表選手が本校に交流に訪れました。 

国際教養科２年生と交流を行い、本校生徒はグループに分かれ日本文化の紹介プレ

ゼンを行ったり習字を教えるなどの交流を行いました。男子生徒の中には実際にラグビーのプレイを体験させてもらって

いる生徒もいました。 

全体会では様々な質問をしたり、イタリア語を教わったり、記念写真を撮るなど、生徒たちは間近で見るプロのアスリ

ートに大変興奮していました。海外のトップアスリートと英語を使って交流するという、普段なかなかできない貴重な体験

をすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県高文連の英語専門部が主催する English Campに参加しました。1泊 2日の日程で菅平

で開かれ、全県から 300 名以上の

高校生と30名以上のALTが参加

しました。 

 本校からも 30 人以上の生徒が

参加し、他校生や ALTとグループ

を作り、アクティビティゲームやダ

ンスパーティなど、様々な英語活動に取り組みました。また、ムービーコンテストやプレゼンコン

テストで他校の意欲的な活動に刺激を受け、多くを学びました。英語活動を通じて英語力を高めることはもちろん、異文

化を理解したり他校の生徒と交流を深めるなど、実のある研修となりました。 



 今年の文化祭、通称「染谷祭」では、国際教養科の１年生がクラスの出し物として

「アラジン」の英語劇を行いました。毎年恒例となっている教養科１年による英語劇で

は、脚本作成からキャスティング、英語でのセリフ作りや大道具作製、衣装制作な

ど、全て自分たちで行います。全て英語での劇を作り上げることで、苦労も多い分ク

ラスの団結力が高まり、またセリフを覚

えることで語学力の向上にもつながりま

す。人前で恥ずかしがらずに英語で発表

を行う自己表現力も養います。 

多くのお客様に見て戴き、大きなやりが

いを得られた英語劇発表となりました。

 

6/18から１学期終業式までの約２ヶ月間、ハンガリーからフノー

ル君(16)が本校に短期留学生として在籍しました。 

国際教養科３年生のホームルームに在籍し、英語の授業だけ

でなく様々な科目の授業を一緒に受けました。 

 日本語がまったく話せないフノール君でしたが、日本の文化に大変興味があり、すぐ

にクラスの生徒たちと打ち解けました。教養科生たちも、普段学んでいる異文化理解の

精神や英語の語学力を活かし、授業以外の時間にも積極的に交流したり、フノール君の

学びをサポートしていました。日本の高校生活や文化祭などの行事を体験し、フノール君

にとっても貴重な経験になったことと思います。 

 

 

 

国際教養科２年の荻野みなみさんが、上田ロータリークラブの交換留学制度を使い、この夏から１年間フランスに留学

します。１年次から異文化交流やボランティア、様々な授業において積極的に取り組んできた荻野さん。染谷丘高校入学

時から留学に興味があり、昨年度応募し留学生に選ばれました。本校第２外国語の授業でもフランス語を選択し、これか

らの留学に向けて語学力も高めています。１年間の留学を通じ、フランス語だけでなく、異文化で様々なことを吸収し帰

ってきて欲しいと思います。 

 

荻野みなみさんより 

「私は将来日本と海外との架け橋になれるような職業につくことを目標にし

ています。今回の留学では、日本の文化を伝え、またフランスの文化を吸収

し、それを将来に活かせるよう積極的に異文化交流や異文化理解に努めてきた

いと思います。Merci!」 

 


